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多摩ニュータウンまちづくりワークショップ開催概要 

 

○開催目的 

  多摩ニュータウンのまちづくりに関する方針策定に向け、地域の皆様や大学生等にご参加い

ただき、各地域の課題や特色などの洗い出し、各地域の特色などを活用した課題解決の取り組

みについて討議や検討を行い、多摩ニュータウンの将来像や今後の施策の方向性等を地域の皆

様等と共有することを目的として開催。 

 

○参加者 

  地域住民、大学生（中央大学・首都大学東京） 

  コーディネータ― 首都大学東京都市環境学部 饗庭教授 

  アドバイザー   中央大学経済学部 和田教授 

 

○開催日時及び参加人数 

 開催日時 会場 参加人数 

第１回 平成 30年 2月 24日（土） 

 午前 10時から午前 12時 

中央大学 51名 

（うち大学生 17名） 

第２回 平成 30年 3月 3日（土） 

午後 1時から午後 3時 

中央大学 48名 

（うち大学生 10名） 

第３回 平成 30年 4月 8日（日） 

 午前 10時から午前 12時 

南大沢市民センター 73名 

（うち大学生 30名） 

第４回 平成 30年 4月 15日（日） 

 午前 10時から午前 12時 

南大沢市民センター 72名 

（うち大学生 28名） 

                              のべ参加人数 244名 

○ワークショップ概要 

 多摩ニュータウンを４地域６グループに分け、グループごとに地域の課題や資源を抽出、地域

の資源などを活用した課題解決策・アイディアの検討を行った。 

 

○検討グループについて 

Ｂ、Ｃエリアは、参加者多数のため各２グループとし、Ａ、Ｂ－１、Ｂ－２、Ｃ－１、Ｃ－２、

Ｄの６グループに分かれて検討を行った。 

  

グループ 

グループ 
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○主な意見・提案（グループ共通） 

 ・高齢者が孤立しないようなコミュニティ形成・見守りの体制づくり 

 ・団地内商店街の店舗を活用した地域コミュニティの形成 

 ・里山や農地を活用した環境教育やイベント（マルシェ等）による地域活性化とコミュニティ

の形成 

 ・公園や遊歩道での見守り・防犯パトロールの仕組みづくり 

 ・公園・遊歩道のみどりの維持管理 

 ・時代のニーズ・地域のニーズに合わせた土地利用（コンビニ誘致、駅前保育園など） 

 ・空き家・空き室の有効活用（学生シェアハウス、リモートオフィスなど） 

・地域での大学生の生活支援、大学生が地域へと参加する仕組みづくり     など 

 

○各グループでの主な意見・提案 

グループ 主な意見・提案 

Ａ 

 ・高齢者が孤立しないようなコミュニティ形成・見守りの体制づくり 

・シルバーフラット相談室と連携した高齢者の見守り体制づくり 

 ・団地内商店街の店舗を活用した地域コミュニティの形成 

・公園や遊歩道での見守り・防犯パトロールの仕組みづくり 

 ・公園・遊歩道のみどりの維持管理  

Ｂ－１ 

・里山や農地を活用した環境教育やイベント（マルシェ等）による地域活性

化とコミュニティの形成 

・市、地域住民、企業、大学など多様な主体のマッチング 

 ・大学生が地域へと参加する仕組みづくり 

Ｂ－２ 

 ・まちの魅力の情報発信 

 ・公園などまちの資産を活用したイベントの開催 

・住民や大学生など参加者にメリットが生まれる企画づくり 

・地域イベントや地域活動への参加者を増やす仕組みづくり 

Ｃ－１ 

 ・地域で子供を育てる環境づくり 

 ・公園や遊歩道での見守り・防犯パトロールの仕組みづくり 

 ・公園・遊歩道のみどりの維持管理 

・時代のニーズ・地域のニーズに合わせた土地利用（コンビニ誘致、駅前保

育園など） 

Ｃ－２ 

 ・公園や遊歩道での見守り・防犯パトロールの仕組みづくり 

 ・コミュニティ形成の場づくり 

 ・若者層と地域をつなぐ情報発信 

 ・空き家・空き室の若者層による有効活用 

Ｄ 

 ・大学生を定住につなげる取り組み 

 ・子育てに魅力的な特色のある教育の検討 

 ・空きスペースを活用した子ども・地域住民の居場所づくり 

 ・団地内商店街の店舗を活用した地域コミュニティの形成 

           


